
Ⅰ　はじめに

　菅平高原は，高冷地農業と観光業が卓越するこ

とによって特徴づけられる地域である。その観光

地域としての展開を概観すると，自然的条件を活

かした夏季のスポーツ合宿と冬季のスキー観光に

基づいてきた。

　菅平高原における観光地化の嚆矢は，戦前のス

キー観光の導入である。１９２７年（昭和２）にス

キークラブが設立されたのを契機に，地元住民側

にスキーを観光化に結びつけようとする動きがみ

られるようになった。１９３０年（昭和５）には当時

の著名なスキーヤーであったオーストリア人・

シュナイダーが訪れ，菅平高原が日本のダボスと

して全国的に知られるようになった。その後，多

くのスキー観光客が訪れるようになり，第二次世

界大戦前には全国でも有数の観光客の多いスキー

場となった。そして，農家の側においてもこうし

た動きに呼応するように，新たな収入源として冬

季の民宿経営が開始されるようになったのであ

る。第二次世界大戦後になると，スキー場開発が

本格的に進展した。１９５０年代後半から１９６０年代に

入るとスキー場開発は急激に進み，１９７０年までに

は２１基のスキーリフトが建設された。しかし，菅

平高原はもともと積雪量の多い地域ではなかった

ため雪不足に悩まされるようになり，１９７０年代に

入ると観光客数が頭打ちの傾向を示すようになっ

た。その後，１９８０年代半ば頃からスキー観光客は

増大することになるのであるが，近年は，不況の

影響や全国的なスキー人口の減少によって，ス

キー観光客の落ち込みは著しくなっている。

　一方，夏季観光についてみると，戦前から登山

や冷涼な気候によって避暑・保養などを目的に訪

れる観光客が存在していた。本格的な夏季観光の

発達は，１９６０年代後半のラグビーやテニスなどと

いったスポーツ合宿と民宿経営とを結合させよう

とする取り組みが積極的に行われるようになって

からのことである。その結果，１９７２年頃になる

と，冬季と夏季の観光客数の割合がほぼ拮抗する

までにいたった。すなわち，当時のスキー観光の

停滞に相反するように夏季観光が活況を呈するよ

うになったのである。このため，農業の副業とし

て始められた季節民宿は，次第に通年営業に対応

するために専業化するようになり，大規模なホテ

ルや旅館へと変容した。その後もスポーツ合宿を

中心とした観光客は堅調に推移し，バブル経済後

の影響はあるものの，現在でも菅平高原観光の中

心をなしている。

　以上みてきたように，菅平高原では観光業の通

年化に早い時期から取り組んできた地域であるこ

とがうかがえる。しかし，近年，多くのスキー観

光地域でみられるようなスキー観光客の減少は菅

平高原でも現れており，その問題は深刻化してき

ている。そのため，夏季観光客の増加と年間を通

じて観光客を確保する取り組みが緊要となってお

り，ラグビーにとどまらずサッカー，陸上などの

―　��　―

地域調査報告　２５　１９�４５　２００３　　

菅平高原における観光形態と土地利用の変容

新藤多恵子・内川　啓・山田　亨・呉羽正昭

キーワード：観光，スポーツ合宿，グラウンド，スキー，菅平高原



スポーツ合宿の受け入れや体験型観光などが積極

的に導入されている。

　これまで菅平高原を対象とした研究を概観する

と，最も早く菅平高原の観光について述べたのは

桝田��である。桝田は道路の整備によってスキー

観光客が増加し，農家が蚕室などの遊休施設を宿

泊施設として提供したことを述べている。伊藤・

青木��は，菅平高原におけるスキー観光発展の最

たる要因は，鉄道会社が営業拡大のためにスキー

場開発を進めたことにあることを指摘した。山本

ほか��は，当時の菅平高原において夏季の観光業

の発展が著しいことを指摘し，農業的土地利用が

グランドやテニスコートに変化していることを明

らかにしている。石井��は，民宿への大規模な資

本投下が進展するのに伴い，経営の採算性確保の

ために，冬季から夏季に民宿経営を拡大する通年

営業が増加しつつあることを述べている。

　一方，近年における日本のスキー観光地域を対

象とした研究に目を向けると，豊島ほか��，呉羽

ほか��をあげることができる。豊島ほかは，乗鞍

高原の観光業の変遷と宿泊施設の空間変容につい

て分析を行っている。また，近年の観光客の減少

に対処する宿泊施設の新たな戦略についても言及

している。呉羽ほかは，１９９０年以降における乗鞍

高原の宿泊施設について考察し，情報システム導

入に積極的な宿泊業専業グループとそうした新た

な経営戦略導入に消極的な宿泊業兼業グループの

二極分化が生じていることを明らかにした。

　このように，菅平高原の観光について論述した

研究はいくつかみられるが，これらの研究は１９８０

年代前半までの研究であるため，近年における菅

平高原の観光の状況は考察されていない。また，

最近のスキー観光地域を対象とした研究をみても

明らかなように，今日のスキー観光を取り巻く環

境は大きく変化している。したがって，近年の国

民の観光に対するニーズの多様化や社会経済状況

の変化もふまえると，菅平高原の観光業の形態も

大きく変容していると考えられる。そこで本研究

では，１９８０年以降における菅平高原の観光形態の

変化を主として夏季のスポーツ合宿から考察し，

それに伴う宿泊施設や土地利用の変化を明らかに

していくことを目的とする。

　そのため本稿では，まずⅡ章で菅平高原の観光

客の特徴を概観し，夏季のスポーツ合宿客と冬季

のスキー観光客の特性を述べる。Ⅲ章ではホテ

ル・旅館，民宿，ペンションといった宿泊施設の

空間変容や経営形態の現況について明らかにして

いく。そして，Ⅳ章では観光形態の変化に伴う景

観および土地利用の変容についてまとめていくこ

とにする。

　研究対象地域である菅平高原は，根子岳（標高

２，２０７�）と四阿山（２，３５４�）の南西向き斜面に

広がる高原状の地域と西側の大松山北東斜面，そ

の間に広がる盆地状の湿原の地域からなってい

る。その一部は上信越高原国立公園にも指定され

ている。菅平高原は行政的には長野県小県郡真田

町の北東部に属している（第１図）。集落は小盆

地の形状をなす標高１，２５０～１，４５０�に集中し，人

口を２０００年の国勢調査からみると１，２８６となって

いる。１９８０年の人口は１，２０４であったことと比較

すると，菅平高原の人口は安定的に推移していると

いえよう。

　菅平高原の年平均気温は高距地に位置している

ため，２０００年では７．５℃ で，最暖月と最寒月であ

る８月と１月の平均気温は２３．４℃，－１２．７℃ で

あった。このため，夏には冷涼な気候で過ごしや

すいが，冬季は厳しい寒さにみまわれる。積雪量

は年により変動がみられるが，平均すると最も多

い１月で毎年１�内外の積雪量がある。したがっ

て，それほど積雪量が多い地域とはいえない。し

かし，雪質は冬季の乾燥した気候のために粉雪と

なり，スキーには適している。

　現在，菅平高原において主な産業となっている

のは農業と観光業である。農業は自然的条件を生

かしてレタス，ハクサイといった高原野菜の栽培

が盛んで，それぞれ菅平高原の作付面積の６０％，

３２％を占める。なかでもレタス栽培は，長野県下

において川上村と並ぶ大規模産地となっている。

次に真田町の産業別就業者構成をみると，２０００年

において第３次産業が４９．１％，第２次産業が
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３３．８％，第１次産業は１７．１％となっている。同様

に１９９０年をみると，４１．６％，３４．７％，２３．７％で

あった。このことは，近年の菅平高原においては

離農が進み，民宿業と農業との組み合わせから次

第に宿泊業の専業化へと変化していることと関連

があると推測される。

　近年においては，菅平高原を取り巻く交通網の

整備が著しく進んでいる。１９９６年に上信越自動車

道の上田菅平��が供用開始されたことにより，

東京から菅平高原までの所要時間は２時間弱と

なった。また，１９９７年開通の長野新幹線によって

電車と上田市からのバスをあわせても２時間弱の

所要時間となっている。このような交通条件の整

備は，従来あまりみられなかった日帰り観光客の

増加にもつながっている。

Ⅱ　菅平高原における観光客の特徴

Ⅱ－１　菅平高原における観光客の推移

　第２図は１９８０年以降の菅平高原における観光客

数の推移を示したものである。１９８０年から１９８３年

までの観光客数は１００万人程度であった。しかし，

その後は着実に観光客数を伸ばし，１９８４年に１２０

万人を超え，１９８９年には１３１万人に達した。バブ

ル経済の絶頂期であった１９９１年になると，観光客

数は１４７万人となり過去最高を記録している。し

かしながら，その後は減少傾向を示すこととな

る。１９９７年に１２０万人を割り込み，２００１年では１１３

万人となっている。これは１９９１年に比べると３４万

―　��　―

陽

第１図　研究対象地域



人もの減少であり，観光客数は伸び悩んでいると

いえよう。

　次に季節別に観光客数の推移をみていくことに

する。菅平高原の観光客は大きく夏季と冬季に集

中している（第２図）。１９８０年の夏季と冬季の観

光客数はそれぞれ５４万人，３２万人であり，夏季が

冬季を大きく上回っていた。その後も，停滞する

冬季に対して夏季は大幅に増加し１９８３年には６２万

人に達した。冬季も１９８４年以降は安定的に観光客

数を伸ばし，１９９１年には夏季を上回る６３万に達し

て夏季の６２万人を上回った。しかし，バブル経済

の崩壊以後は冬季の落ち込みが激しくなり，２００１

年では１９９１年に比べて半数の３２万人にまで減少し

ている。一方，夏季の観光客数は１９９１年以降に減

少がみられたものの２０００年に再び６０万人を超え，

２００１年では６１万人となっている。

　春季と秋季の観光客数は夏季と冬季と比較する

と，それほど多くはない。１９８０年の観光客数は春

季が６．８万人，冬季が６．５万人と，ほぼ同数であっ

た。１９８６年，１９８７年になると秋季と春季の観光客

数は１０万人を超えた。しかし，その後の観光客数

の推移は以前の傾向とは異なるものとなってい

る。秋季は１９９０年の１２万人をピークに減少してお

り，２００１年度には６万人にまで減少している。こ

うした大幅な減少は，１２月のスキー客の減少によ

るところが大きい。一方，春季は秋季とは対照的

に，１９９１年に１３．４万人に達した以降も毎年１２万人

前後を推移している。さらに，１９９９年には１４万人

を超え，２００１年では１４．８万人となっている。

　観光客数の推移を月別にみたものが第３図であ

る。これによると，２００１年においてはスポーツ合

宿が盛んになる８月に最も多くの観光客が訪れ，

年間の２３％を占めている。また，７月と９月も合

わせた夏季シーズンで５０％の割合を占めている。

冬季では２月に多く，全体の１２．４％に達してい

る。しかし，１９８０年では２１．４％であったことと比

べるとその低下は著しい。一方，近年観光客の増

加が目立つのは５，６月である。その割合を１９８０

年と比較すると，５月では４．５％から７．４％，６月

では２％から４．４％へと増大している。

　以上のように，現在の菅平高原を訪れる観光客

は，夏季と冬季，春季に集中する傾向がある。そ

の主な観光活動をあげていくと，夏季においては

ラグビーやサッカーなどのスポーツ合宿を目的に

多くの観光客が訪れている。また，ラグビーや

サッカーなどの試合を観戦するために訪れる父兄

や応援客なども多く存在している。冬季はスキー

やスノーボードを目的とする観光客が中心となっ

ている。そして，春季から秋季にかけて四阿山

（日本百名山），根子岳（花の百名山）などへの登

山，オリエンテーリング，マウンテンバイク，各

種体験など様々な活動が行われている。そこで，

以下ではスポーツ合宿，スキー，その他の観光に

分けて，それぞれの観光客の特徴について詳しく
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第２図　菅平高原における季節別観光客数の
推移（１９８０�２００１年）

� （菅平高原観光協会資料により作成）

第３図　菅平高原における観光客数の月別変
化（１９８０�２０００年）

� （菅平高原観光協会資料により作成）



述べることにする。

Ⅱ－２　スポーツ合宿客の特徴

　上述のように，現在の菅平高原では夏季観光が

主な観光形態になっている。その中心は夏の冷涼

な気候条件を活かして行われるスポーツ合宿であ

る。これはラグビー，サッカー，アメリカンフッ

トボール，陸上，テニスおよび剣道などの各種ス

ポーツのクラブによるものである。毎年，団体数

で１，０００を超える合宿を受け入れているが，中心

となる種目はラグビー，サッカー，および陸上で

ある。第４図にそれらの合宿チーム数の推移を示

した。最も多くの合宿を受け入れている種目はラ

グビーである。

　菅平高原のラグビー合宿は１９３１年（昭和６）に

法政大学ラグビー部が菅平高原で合宿を始めたこ

とに始まる。第二次世界大戦の影響で一時停滞す

るが，１９５１年より各大学のラグビーチームが菅平

に戻ってくるようになった。そして，１９６７年に日

本代表の合宿を受け入れるようになると，菅平高

原でラグビー合宿を行うチームが急増した。しか

し，１９７０年代後半に同志社大学や明治大学などの

大学ラグビーチームは，過密化した菅平高原を避

け，北海道をはじめとした他地域に合宿地を変更

した。そのため，合宿チーム数に減少がみられた

が，１９８０年後半から練習相手の多さや大都市圏に

近いという恵まれた立地環境から再び増加に転

じ，１９８９年からの１０年間で約２００チームもの増加

がみられた。２００１年には８２９チームが訪れ，この

中には日本代表や韓国からのチームもみられる。

内訳をみると，高校が４１７チームと最も多く，次

いで大学２３３チーム，一般１４１チーム，中学校は３５

チームとなっている。

　一方，サッカーの合宿は１９９１年の�リーグ開始

後の翌年から本格的な受け入れが始まった。当初

は１００チーム前後の来訪であったが，近年におけ

るサッカーブームの影響により，１９９９年には２００

チームを超え，２００１年では２１２チームが訪れてい

る。その内訳はラグビーと同様に高校の合宿が

１１２チームと最も多いが，一般が９０チームと続い

ているのが特徴である。大学チームの来訪は少な

いが，これは群馬県や茨城県など全国各地で同様

なサッカー大会が開催されており，合宿地が分散

する傾向にあるためと考えられる。

　１９９９年からはサニアパーク菅平の完成（Ⅳ章で

詳述）を契機に陸上の合宿チーム数が急増してい

る��。その数は，２０００年に４６であったのが２００２年

には１６７と約４倍の伸びをみせている。１９９９年か

ら２００１年までのサニアパークの陸上競技場利用者

数を月別に示したものが第５図である。利用者数
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第４図　菅平高原におけるスポーツ合宿チー
ム数の推移（１９９９�２００１年）

� （菅平高原観光協会資料により作成）

第５図　サニアパーク菅平における陸上競技
場利用者の月別変化（１９９９�２００１年）

� （サニアパーク菅平資料により作成）



が最も多いのは８月である。８月の利用者は高校

生が最も多く，次いで一般，小・中学生と続いて

いる。７月も８月と同様な傾向を示しているが，

その他の月では，一般の利用者が中心で高校生と

小・中学生の利用者は少ない。そのため，月全体

の利用者が少なくなっている。陸上競技場の利用

者の特徴を述べると，全体の９５％が町内宿泊者の

利用であり，宿泊以外による利用はわずかとなっ

ている。このことは合宿客による利用が主となっ

ていることを示している。また，Ⅲ章で詳しく述

べるが，陸上は小人数で合宿をする場合が多く，

ラグビーやサッカーの合宿のため収容人員が飽和

状態にある旅館・ホテルではなく，ペンションの

利用を可能としている。陸上合宿は練習環境にお

いてグラウンドを必要とするラグビーやサッカー

と競合しないため，その増加が頭打ちとなり気味

な菅平高原のスポーツ合宿に新たな展開を示して

いるといえる。

　以上のように，近年の菅平高原でスポーツ合宿

を行うチームが増加していることを述べてきた

が，その要因として次の３点を指摘することがで

きる。まず第１に，毎年多くのチームが訪れるた

め練習や試合を行う際の相手チームを確保しやす

いことである。これは，１９８０年代に菅平高原から

他地域へ合宿地を移したチームが菅平高原の有利

な環境を求めて再び菅平高原での合宿を行ってい

ることからも明らかである。第２に，観光協会や

各宿泊施設の努力によって土のグラウンドを良質

な芝のグランドに変えるなど，練習環境の整備が

図られたことである。このことは，以前にも増し

て快適な練習環境を提供することが可能となり，

他地域との差別化を助長していると考えられる。

そして第３に，サニアパーク菅平の完成による施

設面での充実があげられる。サニアパーク菅平高

原には陸上競技場１面と練習試合や各種大会��を

開催できるグラウンド５面が整備されている。第

６図に，サニアパーク菅平のグランドの利用状況

を示した。これによると７・８月の利用回数が多

くなっているが，各月ともに年々増加傾向にある

ことがうかがえる。稼働率からグラウンド利用を

みていくと，２００１年８月のメイングラウンドの稼

動率は４２％なっていて非常に高い値を示してい

る。しかし，８月以外の月にいたってはメイング

ラウンド以外，とくにサブグラウンドの利用が多

い。これはⅣ章で詳述するが，グラウンド利用に

際してはグラウンドごとに料金が決められてお

り，練習試合などでは料金が比較的安いグラウン

ドが好まれているためであると考えられる。ま

た，８月にメイングラウンドの稼働率が高い要因

は，この時期には毎週にわたって各種大会が開催

されるためである。このような各種大会が開催さ

れていることは，大会参加を目的に菅平高原に来

訪するチームの増加にもつながっており，相乗効

果をもたらしている。

　第７図は２００１年に菅平高原に訪れたラグビーと

サッカー合宿チームの所在地を示したものであ�

る��。全体の傾向としては，東京都，埼玉県，神

奈川県，大阪府，愛知県などといった３大都市圏

から訪れるチームが多くなっている。しかし，ラ

グビー，サッカーともに３大都市圏を除くと，来

訪するチーム数は少ない傾向を示している。

　次に，ラグビー，サッカーの特徴についてそれ

ぞれ詳細に述べることにする。まずラグビーから

みていくと，高校では東京都６３，埼玉県３９，神奈

川県３１，大阪府３２，千葉県２４，愛知県２３，京都府

２３と，いわゆる３大都市圏から訪れるチームが多
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第６図　サニアパーク菅平におけるグラウン
ドの月別利用回数（１９９９�２００１年）

� （サニアパーク菅平資料により作成）



い。また，北海道や福岡県など遠方からの来訪も

みられ，全国各地から訪れていることがうかがえ

る。大学チーム，一般チームにおいても３大都市

圏からの来訪が多いのが特徴であるが，高校チー

ムに比べて東京都からの来訪が相対的に多くなっ

ている。こうした東京都をはじめとした首都圏か

らの来訪が多い理由としては，ラグビーチームが

地方に比べ首都圏に多く存在するためであると推

測される。

　サッカーについては，高校チームでは東京都

５１，埼玉県１３，大阪府６，愛知県６となってお

り，ラグビーと同様に３大都市圏から来訪する傾

向が強い。しかし，ラグビーに比べて全国各地か

らの来訪はみられないのが特徴である。一般チー

ムに関しては，菅平高原に限らずサッカー大会が

全国各地で開催されているために，交通条件に恵

まれた東京都，埼玉県，神奈川県といった首都圏

からの来訪に限定される傾向がある。

　次に滞在日数についてみてみよう。ラグビーに

おいては高校チームでは４泊５日の滞在が４０％を

占めており，平均滞在日数は５．７日にのぼる。大

学チームでは高校に比べ滞在日数にばらつきがみ

られるが，おおよそ４泊５日から７泊８日の合宿

にピークを析出でき，平均滞在日数は７．３日であ

る。しかし，なかには１０泊以上の合宿もみられ，

長期的な滞在となる傾向がある。一般チームに関

しては２泊３日，３泊４日の滞在が８０％を占めて

いる。そのため平均滞在日数は３．９日であり比較

的短期の合宿となっている。

　一方，サッカーはいずれの合宿においてもラグ
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第７図　菅平高原におけるスポーツ合宿チームの地域分布とその構成（上：ラグビー，下：サッ
カー）

� （菅平高原観光協会資料により作成）



ビーに比べて滞在期間が短い傾向にある。まず高

校チームからみていくと，３泊４日と４泊５日に

７５％が集中しており，平均滞在日数は４．８日と

なっている。一般チームにおいては２泊３日が

５０％を超え，平均滞在日数も３．４日となっている。

サッカーはラグビーに比べて少年チームの割合が

高く，また，上に述べたように合宿を主目的とす

るよりも，「マガジン少年サッカー大会」をはじめ

とした大会への参加を目的としている場合が多い

ことが，短期的な滞在につながっていると考えら

れる。

　ところで，菅平高原では毎夏多くのスポーツ合

宿を受け入れているため，各宿泊施設も受け入れ

の時期に関して工夫を行っている。そこで�ホテ

ルを例にスポーツ合宿の受け入れ状況を第８図か

らみることにする。�ホテルは宿泊定員２００人で

あり，２００１年にサッカー，ラグビーの計３０チーム

の合宿を受け入れている。７月の下旬から８月の

上旬にかけてはサッカー合宿が中心となってい

る。ラグビーの合宿は，サッカーの合宿が終わる

８月上旬から始まり９月の始めまでであった。と

くに８月の中旬以降は大学チームの合宿が主とな

り，合宿の期間も長期にわたっている。このよう

な合宿チームの宿泊日程の調整に関しては，観光

協会が窓口となって宿泊施設が個別に対応してい

る。また，各チームが訪れる際の練習相手を探す

際にはチーム相互間で打ち合わせが行われてお

り，基本的には宿泊施設や観光協会は対応してい

ない���。以上みてきたように，ラグビー，サッ

カーなどスポーツの種別によって合宿の時期をず

らすことで多くの合宿客を受け入れることを可能

にし，効率的な運営が行われているのである。

Ⅱ－３　スキー観光客の特徴

　菅平高原におけるスキー場の開発は１９２７年とさ

れているが，スキーリフトが架設されたのは１９５５

年のことである。スキー場への主たる移動手段が

鉄道であった時代，首都圏からのスキー客にとっ

て，菅平高原は近接性にすぐれたスキー場であっ

た。それは，当時の信越線沿線に位置する他のス

キー場，たとえば志賀高原，野沢温泉，妙高高原

に比べ東京よりに位置し，スキー人口の多い首都

圏からより早く到達できたからである。こうした

条件の下，菅平高原スキー場には多くのスキー客

が訪れた。

　既に第２図でみたように，菅平高原における冬

季の観光客数は，１９９１年頃まで急激に増加し，そ

の後は急激に減少する傾向を示す。第９図は，菅

平高原におけるスキー客数の推移をあらわしたも

のである。１９７０年代から１９８０年代初めにかけて

は，スキー客数の変動が著しいことが特徴であ

る。これは，主として積雪の多寡によるところが
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第８図　�ホテルにおけるスポーツ合宿の受け入れ状況（２００１年）
（菅平高原観光協会資料により作成）



大きい。すなわち，暖冬年であった１９７５�７６年���，

１９７８�７９年，１９８２�８３年にはスキー客数が極少とな

る。菅平高原は標高が１３００�前後と高いものの，

日本海からの距離が長いため，暖冬年には積雪が

極端に少なくなるためである。

　１９８３�８４年以降は，スキー客数は急激に増加し，

１９９０�９１年に７４万人とピークに達した。これはこ

の時期が日本におけるスキーブーム期���に対応す

ること，さらには菅平高原において人工降雪機の

設置が進み���，暖冬年でもある程度の積雪が見込

めるようになったことによる。

　しかし，１９９０年代に入るとスキー客数は激減す

る。２００１�０２年には３２万人まで減少している。こ

れは上述した１９７０年代から１９８０年代初めにかけて

の暖冬年におけるスキー客数レベルまで減少した

ことを意味する。こうした傾向は全国のスキー場

でみられる���。しかしながら，菅平高原では減少

傾向がより顕著である。それは菅平高原のスキー

場は，面積的には広いものの，いくつかのスキー

場が分散しており，また標高差も小さいためと考

えられる。すなわち，海抜高度の高い地域に立地

するため雪質がよいという好条件を有するもの

の，その規模からみると他のスキー場に比べ劣っ

ている。

　こうした傾向下，近年ではスキー修学旅行が，

菅平高原におけるスキー客の中で大きな役割を演

じるようになってきた。長野県におけるスキー修

学旅行の開始年代は不明であるが，同県は１９８０年

からデータをまとめている。菅平高原について

は，１９８３�８４年から調査結果が公表されている。

これ以降，スキー修学旅行による生徒数は増加を

続け，１９９０年代後半に１０万人前後に達した（第９

図）。最近は減少傾向にあるが，２００１�０２年には約

７万人で，全スキー客数の２０％以上を占めてい

る。スキー修学旅行団体は，中学校では関東地方

からがほとんどを占める。一方，高等学校では，

九州・四国地方が最も多く，関東地方がそれに続

いている。

　このようにスキー修学旅行が卓越してきた事実

は，菅平高原における宿泊施設が，夏季スポーツ

合宿の進展とともに団体客向けに性格づけられて

きたことと大きく関連していると考えられる。す

なわち，団体客としてのスキー修学旅行は，団体

客を指向した宿泊施設にとって受け入れやすく

なっているのである。

Ⅱ－４　その他の観光客の特徴

　近年，菅平高原では，スポーツ合宿やスキー観

光以外にも様々な活動を目的に訪れる観光客が増

加している。その主な活動は各種スポーツと体験

活動に分類できる。これらは主に春季から秋季に

かけての活動であり，従来少なかった春季と秋季

における観光客の増加させる要因にもなってい

る。

　まず，各種スポーツからみていくが，これは主

に登山やハイキング，マウンテンバイク，マレッ

トゴルフ���などの活動とテニス，アメリカンフッ

トボール（以下，アメフト）といったラグビーと

サッカー，陸上を除いたスポーツ合宿である。登

山の対象は，それぞれ日本百名山，花の百名山に

指定されている四阿山と根子岳である。これらの

山々は上信越国立公園内に位置していることや標

高が２，３００�前後と比較的登りやすいことによっ

て人気が高くなっている。ハイキングは，ダボス
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第９図　菅平高原におけるスキー観光客数と
スキー修学旅行生数の推移（１９８６�
２００２年）

� （長野県観光地利用者統計調査結果およ

び修学旅行実態調査により作成）



の丘や菅平牧場，菅平湿原などを巡るコースが整

備されていて，中高年層の観光客が多くなってい

る。また，マウンテンバイク，オリエンテーリン

グなどといった活動も盛んであり，それぞれ専用

のコースが整備されている。そして，マレットゴ

ルフ場は菅平高原にはサニアパーク菅平に１コー

ス（１８ホール），民間所有２コース（３６ホール・５４

ホール・写真１）の計３ヵ所に存在している。第

１０図にサニアパーク菅平にあるマレットゴルフ

コースの利用状況を示した。利用者数のピークは

７月と８月にみられるが，９・１０月の利用者も多

くなっているのが特徴である。また，年間の利用

者は漸次増加傾向を示し，手軽に参加できるス

ポーツとして幅広い年齢層に人気を博している。

　次に，その他のスポーツによる合宿形態につい

てみることにする。アメフトは１９９２年から来訪す

るようになった。受け入れ当初は５チーム前後の

合宿数であった（第４図）。しかし，１９９６年より

次第に合宿数が増加するようになり，２００１年では

１０校が訪れている。アメフトの合宿は全てが大学

チームによるものである。チームの所在地は，ア

メフトの日本での普及率の低さから，東京都を中

心に，神奈川，大阪，京都府といった特定地域に

偏在する傾向がある。一方，テニス合宿は，１９８０

年代前半にはラグビーとともに合宿の規模が大き

かった。しかし，近年は大学生をはじめとしたテ

ニス・サークル活動の衰退による影響から大幅な

減少をみせている。このことは，宿泊施設が所有

していたテニスコートが，需要の高いグラウンド

へと転用されていることからも裏づけられる。

　以上のようなスポーツ活動に加えて，近年では

中学生，高校生や親子連れを対象にした体験活動

が盛んになりつつある。体験活動は主として各宿

泊施設と，「���やまぼうし」，「���もくり」と

いった団体���が行うものがある。宿泊施設が行う

主な体験内容は，薪割り，炭焼き，高原野菜の苗

植え，田植え，高原野菜の収穫，そば打ち，山菜

採り，林業体験など多岐にわたっている。���

団体が行う体験としては，森林を主な体験場所と

した自然体験である。こうした体験活動に際して

は，菅平高原観光協会が窓口になり宿泊施設を紹

介するといった方法もとられており，利用客に便

宜が図られている。また，体験を行う宿泊施設や

���団体は長野県修学旅行協会とも連携してい

ることが多い。そのため，体験活動の参加者は主

に修学旅行生である。���やまぼうしによる学

校関係の体験活動の状況をみると，２０００�２００１年

において東京都，埼玉，千葉県の小中学校，高校

など１０３校を受け入れており，年々その規模が拡

大している。

　このようなグリーン・ツーリズムをはじめとし

た体験活動は，菅平高原のみならず真田町におい

ても積極的に整備が進められている。具体的な目
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第１０図　サニアパーク菅平におけるマレット
ゴルフコース利用の月別変化
（１９９９�２００１年）

� （サニアパーク菅平資料により作成）

写真１　菅平高原のマレットゴルフ場（２００２
年６月撮影）



標として，宿泊施設が集中している菅平高原を拠

点として，町内の他地区で農業体験を行うことが

可能な施設を整備することが挙げられる���。この

ことは従来連携があまりみられなかった菅平高原

と真田町内の他地区とを結合させ，町内全体で取

り組むことができる事業として注目されている。

また，こうした体験活動は，落ち込みのみられる

スキー修学旅行の補完機能としても期待されてい

る。１９９６年において，スキー修学旅行生の修学旅

行者全体に占める割合は中学校８９％，高校９６％で

あったが，２０００年では中学校は８０％になり，高校

でも８３％にまで落ち込んでいる。このことから

も，スキー以外の修学旅行生が増加しつつあるこ

とが読み取れる。現在の学校教育において体験活

動が重視されていることなどを考慮すると，今後

ますます来訪客数が伸びていくものと予想され

る。

Ⅲ　菅平高原における宿泊施設

Ⅲ－１　宿泊施設数の推移

　菅平高原ではスキー場の開設に伴う観光客の増

加とともに宿泊施設の整備が進んできた。１９２７年

にはスキークラブが結成され，スキーの振興とと

もにスキー客の受け入れを積極的におこなうこと

となった。そして，スキー客の宿泊施設として農

家が自宅の部屋を提供したことからスキー民宿が

始まった。また，１９３０年には菅平高原初の専業旅

館として菅平ホテルが開設された。１９３７年の宿泊

施設数は既に５５軒にのぼり，当時のスキー客の急

増が把握される���。

　１９５０年代後半からは宿泊施設数，収容人数とも

に，一貫して増加を続けていた���。第１表は１９７８

年以降の宿泊施設数と収容人数の推移を表したも

のである。これによると１９８９年の１５４軒をピーク

にして宿泊施設数は減少に転じていることがわか

る。一方で収容人数は１９９１年から１９９７年までの期

間に増加した。これは，宿泊施設がスポーツ合宿

などの団体を受け入れるために，一部屋あたりの

収容人数が２人から４人であった客室を和室もし

くは和洋室に改装し，一部屋あたりの収容人数を

増加させる措置を取ったためである。その結果，

いくつかの宿泊施設において収容人数の増加がみ

られ，収容人数の増加につながった。また，この

ような団体客を受け入れることのできる施設は大

規模であることから，１９８９年以降の宿泊施設数の

減少は主に小規模宿泊施設によるものであると考

えられる。しかし，１９９９年以降，宿泊施設数と同

様に収容人数も減少に転じている。このような宿

泊施設数と収容人数の減少は，前述のスキー客の

減少に伴う観光客数全体の減少に関連して起こっ

たものである。

Ⅲ－２　宿泊施設の地理的分布

　菅平高原旅館組合の資料によると，菅平高原に

は２００２年時点で１３７軒の宿泊施設が存在している。

なお，本稿では宿泊施設を旅館・ホテル，ペン

ション，民宿という３つの経営形態に分類した。

しかしこれらの語の定義は曖昧であるのが現状で

ある。そこで本論では宿泊施設を営業期間と宿泊

規模の点から次のように分類した。まず，冬季の

みの営業を行う宿泊施設と通年営業の宿泊施設と

に分類し，冬季のみの営業を行う宿泊施設を民宿

とした。さらに，通年営業の宿泊施設のうち収容

客数が５０人以上の宿泊施設をホテル・旅館とし，

５０人未満のものをペンションとした。その結果，

ホテル・旅館の数は全宿泊施設数の約半数にあた

る６７軒，ペンション，民宿の数ははそれぞれ，４０

軒，３０軒であった。

　第１１図は宿泊施設の種類別に分布を示したもの
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第１表　菅平高原における宿泊施設数と収容
人数の推移

収容人数宿泊施設数年
１０，０００�　１３３　１９７８
１２，２００　１５４　１９８９
１２，０１９　１４７　１９９１
１３，６１５　１４６　１９９５
１３，９１３　１４４　１９９７
１３，４３５　１４０　１９９９
１２，９８１　１３８　２０００
１２，７２６　１３３　２００１

（菅平高原観光協会資料により作成）



である。各経営形態によってその分布には差異が

みられる。まず，ホテル・旅館は中組の主要地方

道長野・菅平線沿いと，東組から須坂市へ抜ける

国道４０６号線沿いに分布しているものが多い。と

くに４０６号線と主要地方道長野・菅平線が交差する

地区は菅平高原の中心であり，ホテル・旅館の集

中が著しい。また，西組から向組にかけての県道

傍陽・菅平線沿いにも集中して立地している。ペ

ンションは菅平高原南西部の向組と東部の白樺台

別荘地周辺に集中している。いずれも傾斜地であ

るが，とくに前者の傾斜が急である。これらのペ

ンション集中地区にはそれぞれコスモス村，スイ

ス村という名称がつけられている。民宿はホテ

ル・旅館の集中する主要地方道長野・菅平線沿い

に点在している。また，向組のペンション集中地

区よりも標高が低く，傾斜の緩やかな地域にも民

宿が点在している。

　これらの宿泊施設の分布を，１９８０年代初期のも

の���と比較してみると，１９８０年代初期にはみられ

なかったペンションの密集地が東部に形成されて

いる。この地域は現在，スイス村と呼ばれる地域

であるが，これらのペンションは西部のコスモス

村より遅れて形成されたものであることがわか

る。また，コスモス村においても宿泊施設数の増

加がみられることから，ペンションは１９８０年初期

の調査時点では未発達の段階にあったといえる。

また，西組から向組にかけての県道傍陽・菅平線

沿いは現在，１０軒程の旅館・ホテルが立地してい

る地域である。ここには１９８０年当時は収容人員５０

人～１００人規模の短期営業の民宿が１５～２０軒集中

していた。こうした宿泊施設数と経営形態の変化

は，１９８０年代前半に農業と宿泊業との組み合わせ

を行っていた宿泊施設が，宿泊業に特化するもの

と宿泊業を廃業して農業に特化するものとに分化

していったことをあらわしている。

　第１２図は宿泊施設の開業年次別分布を表したも

のである。この図は全ての宿泊施設の開業年次を

表したものではないが，開業年次はホテル・旅館

と民宿が早い。１９８０年以降に開業したものは国道

４０６号線沿いの須坂市との境に位置する一軒を除

いて第１１図のペンションの分布と一致する。とく

に，戦前に開業した宿泊施設は東組に集中する傾
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第１１図　菅平高原における経営形態別宿泊施設の分布（２００２年）
（菅平高原観光協会資料および現地調査により作成）



向が顕著である。全体としては，菅平高原では中

心部から周辺に向かって，また，標高の低い，傾

斜の緩やかな地域から，標高の高い，傾斜の急な

地域に向かって宿泊施設の開設が進んでいったと

いえる。

Ⅲ－３　宿泊施設の経営形態と現況

　第２表は宿泊施設分類ごとの経営形態を表した

ものである。この節では主に聞き取り調査に基づ

いて，各宿泊施設分類の現況と経営形態について

宿泊客の特性，付帯施設，景観的特徴，副業との

関連などの点から述べる。

１）ホテル・旅館

　菅平高原において，２００２年にホテル・旅館は６７

軒あり，最も多い宿泊施設の形態である。また，

菅平高原では２６軒の施設が日本観光旅館連盟に加

入しているが，そのすべてはホテル・旅館に属す

る。

　年間宿泊客数は，宿泊施設によって大きく異な

るが，どの宿泊施設も夏・冬の宿泊客が多く，春・

秋が少ないという回答を得た。そこで，�ホテル

を事例に，ホテル・旅館の宿泊客数の季節的配分

と来訪目的についてみてみる。第１３図は�ホテル

の年間宿泊客の推移を表したものである。�ホテ

ルの２００１年７月から２００２年６月までの年間宿泊客

数は３０，２８６人である。これによると�ホテルでは

ラグビー，サッカーの合宿客が集中するため，７

月，８月の宿泊客数が最も多く，この２ヶ月間で

年間宿泊客数の約半分を占めている。冬季は１２月

に極端に少ないものの，１月に入るとスキー客が

増加し，３月までその傾向が続く。ただし，冬季

の宿泊客数はスキー場における積雪の状況に対応

し，年々変化する。�ホテルにおける１２月から３

月までの冬季の宿泊客数は年間宿泊数の約３０�に

しかならず，�ホテルでは夏のスポーツ合宿客が

主体となっている。こうした夏季と冬季の宿泊客

数の割合は宿泊施設によって異なるが，�ホテル

の場合は例外的で，他の宿泊施設ではその割合が

ほぼ半々であった。しかし，夏季が７月の後半か

ら８月の終わりまでという約４０日間なのに対し，
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第１２図　菅平高原における開業年次別宿泊施設の分布
注）開業年を把握できたもののみ表示

（聞き取り調査をもとに山本（１９８１）および各宿泊施設ホームページにより補足）
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第２表　菅平高原における宿泊施設の経営形態

（聞き取り調査により作成）



冬季が１２月から３月前半までの１００日間であるこ

とを考えると，ホテル・旅館では宿泊客の夏季へ

の集中が著しいことがわかる。

　次に，春・秋の観光客についてであるが，�ホ

テルでは春・秋の宿泊者数は年間宿泊者数の約

２０％を占める。春・秋の宿泊客の来訪目的は主に

登山やハイキングである。菅平高原北東部の根子

岳や四阿山ではスキーシーズンを除くと登山・ハ

イキングが楽しめる期間は４月から１０月上旬であ

る。そのため，４月から６月にかけてと９月の宿

泊客が１０月，１１月に比べると多くなっている。�

９月の宿泊者数に関してはラグビーを中心とした

スポーツ合宿客がいるものと考えられるため，�

ホテルにおいては春・秋を比べると春季への宿泊

客の偏りがみられる。しかし，春・秋の宿泊者数

が年間宿泊者数の１割に満たない宿泊施設もみら

れ，�ホテルのような春・秋の宿泊者数の多さは，

後述するような温泉の有無が大きく関連している

ものと考えられる。

　ホテル・旅館は他の経営形態と比較して規模が

大きいため，団体客を受け入れることができると

いう特徴をもつ。そのため，夏季の宿泊客はテニ

ス・ラグビー，サッカー等の合宿を目的とした団

体客が主体である。また，サニアパークの完成以

降，陸上の合宿を受け入れている施設もある。冬

季はスキー客が大半で，サークル等の合宿客や個

人客の他に，中学生・高校生のスキー修学旅行も

受け入れている。

　先述の通り，菅平高原では夏季と冬季に観光客

数のピークを迎える。とくに夏季に関しては宿泊

客の多くがスポーツを目的としているため，ホテ

ル・旅館のような大規模宿泊施設はほとんどが何

らかのスポーツ施設を有している。２００２年におい

て，ホテル・旅館６７軒のうちグラウンドを所有す

る宿泊施設は４３軒にのぼる。グラウンドを所有し

ていないもののテニスコートは所有するという宿

泊施設も１０軒存在する。グラウンド，テニスコー

ト，体育館という３種類のスポーツ施設をいずれ

も所有しない宿泊施設はわずか１４軒である。ま

た，第２表に示した１番の宿泊施設は２００１年にテ

ニスコートをサッカー・ラグビー用のグラウンド

へと転換した。このように宿泊施設の中にはテニ

スコートをグラウンドへと造成しなおすところも

あり，１番，６番，８番のようにグラウンドのみ

を保有し，ラグビー・サッカー客を対象とする宿

泊施設に特化するものと，５番のようにテニス

コートのみを保有し，テニス客を対象とする宿泊

施設とに分化する傾向がみられる。しかし，ラグ

ビーやサッカーに使用できるグラウンドを一面造

成するためには少なくとも７，２００��の土地が必要

である。菅平高原ではグラウンド数が増加してい

るものの，まとまった土地の取得が困難であるこ

とや，造成費用，管理費等のコストがかかること

を理由にグラウンドを所有しない宿泊施設もあ

る。７番のようにいずれのスポーツ施設も所有し

ない宿泊施設は，その理由によるところが大き

い。

　旅館・ホテルが有する付帯施設として，以上の

スポーツ施設の他に温泉が挙げられる。菅平には

温泉を引湯する宿泊施設が６軒あるが，それらは

すべて旅館・ホテルに分類される宿泊施設である。

１番のホテル・旅館では，周辺の６軒の宿泊施設

や農家が共同出資し，一つの源泉を掘削・利用し

ている。温泉によって春・秋の宿泊客が増加した

という宿泊施設もあり，菅平高原ではまだ数こそ
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第１３図　�ホテルの年間宿泊客数の推移
（２００１年６月�２００２年３月）

� （聞き取り調査により作成）



少ないものの，重要な観光資源となる可能性を

持っている。

　景観的な特徴についてみてみると，ホテル・旅

館の建物は比較的高層の鉄筋コンクリートの建物

である。これは宿泊規模が大きいことを表してお

り，民宿やペンションの建物が一階から二階建て

の一軒家であるのとは対照的である。

　また，菅平高原に存在するホテル・旅館を副業

との関連から分類すると，専業ホテル・旅館と兼

業ホテル・旅館に分けることができる。今回聞き

取り調査を行った８軒のホテル・旅館の中で兼業

のものは４軒であった。これらの宿泊施設は農業

との組み合わせにより経営を行っている。また，

兼業ホテル・旅館はすべて戦前に開業されたもの

であった。このような兼業ホテル・旅館では，全

収入に占める宿泊業の割合が高く，第２表の６番

と７番の宿泊施設では宿泊業収入が農業収入の倍

以上である。兼業の宿泊施設は，民宿の形態で宿

泊業を開始し，徐々に宿泊業に特化していったも

のであるということができる。

　次に従業員についてであるが，菅平ではとくに

夏季と冬季に観光客が集中するため，通年の従業

員の他に臨時のアルバイトを雇う施設が多い。通

年の従業員は主に経営者の家族であるが，大規模

なホテル・旅館では家族以外にも通年の従業員を

雇用している。家族以外の通年従業員の出身地と

しては真田町，長野市が多く，その他に埼玉，群

馬など関東地方出身者もみられた。真田町や長野

市出身者は住み込みではなく，それぞれの自宅か

ら通勤している。臨時アルバイトは，アルバイト

情報誌やハローワークを通じて募集される。彼ら

は全国から集まってくるが，その中でも関東出身

者が多い。また，短期のアルバイトであるため

に，学生の占める割合が大きいことが特徴であ

る。

２）ペンション

　ペンションは一般に地域外出身者による経営で

あることが知られている。菅平高原においても経

営者は地域外出身者であり，首都圏で会社員とし

て働いた後，脱サラをして菅平高原にペンション

を開業した事例が多くみられる。

　菅平高原におけるペンションの年間宿泊数には

３００人から１，５００人と大きな幅がある。季節ごとの

宿泊者数では，冬季と夏季の割合が大きく，春秋

は小さい。また，夏季と冬季の割合を比較する

と，冬季のほうが若干大きい。しかし，近年は夏

季の宿泊客が増え，逆に冬季の客が減少する傾向

にあること，観光客の訪問期間が冬季で長く夏季

で短いことを考慮すると，ペンションにおいても

夏季への観光客の集中が高まってきていることが

分かる。とくに，ペンション１０は今回聞き取りを

行ったペンションの中で最も年間宿泊数が多い。

これは，東京都庁や，都内の区役所職員のための

指定旅館となっていることが関係しているものと

思われる。また，ペンション１０は年間宿泊数の中

で夏季の宿泊客が約４割を占める。これは，前述

した公的機関の指定旅館であることと，ゴルフ場

が近くに位置するという立地条件の良さによるも

のである。

　宿泊客の来訪目的は，冬季ではスキー客がほと

んどである。夏季に関しては，旅館・ホテルでは

団体によるスポーツ合宿が主体であったが，収容

人員規模が小さいペンションでは主に個人客を受

け入れている。とくに小中学校の陸上やサッカー

の試合が開催される期間にはその父兄，大学生や

社会人のラグビーやサッカー，陸上の試合が開催

される期間にはチームの��等の応援客が多く宿

泊する。また，ペンション１０のようにゴルフ場の

近くに位置するペンションでは夏季にゴルフ客が

多いのが特徴である。その他にも春季から秋季に

かけての来訪目的として登山やハイキングが挙げ

られる。とくにペンションの場合，登山やスキー

を趣味とする経営者が多く，山やスキーの情報を

経営者から聞くことができるため，宿泊客が定着

し，常連客が増加する傾向にある。

　付帯施設に関しては，ホテル・旅館のようにグ

ラウンドやテニスコート等のスポーツ施設や温泉

を付帯するペンションはみられなかった。そのた

め，ペンションの中には，ホテル・旅館などテニ

スコートを所有する宿泊施設から１シーズンごと
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の契約でコートを借りるケースもみられた。テニ

スコート１面を１シーズン借りるために支払う金

額は約２０万円である。このようにして借りられた

テニスコートの管理はテニスコートを借りたペン

ション側が行う。また，その他の施設として，１０

番ペンションのように小さな屋内温水プールを所

有しているペンションがみられた。これは小さな

子どもを持つ家族連れに好評である。さらにペン

ション９は燻製作り用の燻し釜を所有している。

これはペンションで提供する分の燻製を作るだけ

ではなく，旅館組合が主催する体験学習の一環と

しても利用されている。

　ペンションの外観は非常に特徴的である。建物

は西洋風の二階建て一軒家のものが多い。先述の

コスモス村やスイス村には木々の茂った傾斜地に

ペンションが点在している。また，ペンション１０

と１２では外観にあわせて内装も山小屋風に改装し

てあり，室内に暖炉を設置するペンションもみら

れた。

　ペンションは一般に，上述したような脱サラし

た経営者によるものであるため，専業経営となっ

ている。しかしながら，近年は兼業を行うペン

ションが出現している。ペンションにおいては年

間の宿泊人数が１，０００人を下回ると採算がとれな

くなるといわれている。とくに近年，冬季の観光

客数が激減しているため，宿泊業による収入を補

うために兼業が行われるようになった。兼業の職

種としては農協の出荷所，スキーのインストラク

ター，グラウンドやゴルフ場の芝刈りなど多様で

ある。スキーのインストラクターを除くとこれら

の職種は夏季中心に行われる。すなわち冬季に繁

忙期に入るペンション経営と，夏季に繁忙期に入

る農業やスポーツ合宿観光関連業からの副収入と

を組み合わせることによって生計をたてている。

例えば，ペンション１１では副業として電気設備の

配線や取り付け工事などを行っている。ここでは

宿泊業と副業の収入比が約７対３で，収入の大半

は宿泊業からの収入が占める。また，ペンション

１０においては，夏季のアルバイトとしてサニア

パークやゴルフ場の芝刈りを行っているが，副業

収入は全収入の１割にも満たないわずかなもので

ある。これらの事例から，ペンションは宿泊業と

兼業を組み合わせることによって生計を立ててい

るが，経営の中心は宿泊業にあることがわかる。

　また，経営は一般に経営者夫婦で行っており，

臨時の従業員は雇わないところがほとんどであ

る。ペンションとしての行き届いた家庭的なサー

ビスを提供するには宿泊客１０人に対して従業員が

１人必要であるといわれている。これはペンショ

ンの収容人数が２０人前後であることからも裏づけ

られる。ペンション１４では臨時の従業員として住

み込みの学生が毎年数人雇われる。しかし，これ

はスキーの練習にやってきた大学生のサークル・

部活動の学生であり，宿泊業を手伝う代わりに宿

泊費を無料にする，という形態である。また，ペ

ンション１０のように，繁忙期のみ東京在住の家族

が手伝いにくるペンションもみられた。

　前述のように，ペンションはその経営者が地域

外出身者であることに大きな特徴がある。聞き取

り調査を行ったペンションは，１９８０年以降に開業

した比較的新しいものであった。スキーや山登り

を趣味とする経営者が会社員を辞めて東京都，埼

玉県，千葉県から菅平に移住し，ペンションを開

業した，という経緯をもつものが多い。移住先や

ペンションの開業場所を決定する際の大きな要因

として，菅平高原やその周辺の山々の自然環境や

その景観を挙げた経営者が多い。そのため現在，

旅館組合が主催する山の自然体験教室や自然保護

を目的とした���団体に積極的に参加する経営

者がみられる。

３）民宿

　本論における民宿の定義は冬季のみ営業の宿泊

施設であり，菅平高原では冬季スキー観光客の存

在を媒体として発達した宿泊施設であるといえ

る。

　民宿の年間宿泊者数は２００人から１，０００人であ

り，通年営業のペンションに比べると少ない。ま

た，民宿ごとの年間宿泊客数の差は，宿泊客の予

約の取り方にあるものと考えられる。例えば，民

宿１７の年間宿泊客数は約１，０００人である。この民
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宿では，約９０％の予約は旅行会社からのもので，

大学生協を中心としたスキーの団体客を受け入れ

ている。しかし，他の民宿では宿泊客の大半がリ

ピーターであり，新規の宿泊客の増加が見込めな

いと考えられる。

　また，民宿は冬季のみの営業であるため，宿泊

客の目的の大半はスキーである。宿泊客は個人客

か家族客で，収容人数との関係から，スキー修学

旅行などの団体は受け入れることができない。ま

た，二世代に渡って同じ民宿に宿泊するスキー客

の例も多くみられ，個人客は定着する傾向にあ

る。近年は夏季に農業体験として，１シーズンに

３～４回のレタスの収穫作業を行う民宿もみられ

る。しかし，菅平高原がレタスやキャベツの単作

地帯であるため農業体験は夏に限られることや，

旅館・ホテルなどからの依頼を受けて行っている

ために宿泊を伴わない等の理由から宿泊客や収入

の増加にはつながらず，農業体験の受け入れを止

めた民宿もある。また，スキー客の減少による宿

泊客の減少は，現在民宿が抱えている問題点であ

り，民宿では主に宿泊業の規模縮小と農業の規模

拡大によって収入減に対処している。これは，兼

業経営のホテル・旅館が農業の規模を縮小させて

対処していることとは対照的である。

　ほとんどの民宿は付帯施設を所有していない。

しかし，１８番の民宿のようにポニーリフトと呼ば

れる子ども用のスキーリフトを所有している宿泊

施設もある。ポニーリフトは緩やかな傾斜の農地

に造成されており，冬季に雪に覆われる農地を子

供用ゲレンデとして開放し，宿泊を伴わない小学

校のスキー教室の際にも利用されている。農業と

の兼業民宿の中には，グラウンドが造成可能な広

さの土地を所有していながら，造成費，管理費な

どを考慮してグラウンド造成を断念したところも

みられた。農地を転用してのグラウンド造成は農

業活動基盤を失うことにほかならない。そのため

菅平高原においては宿泊業に特化して経営を行う

か農業に特化するかの選択を迫られ，ホテル・旅

館と民宿とに分化していったと考えられる。

　民宿の景観的特徴としては，まず，建物が農家

としての一軒家であることが挙げられる。ペン

ションが洋風の建物であったのに対し，民宿の建

物は和風である。また，宿泊施設を伴う主屋以外

に農作業舎や農業機械車庫が存在する。

　また，民宿経営は他の経済活動との組み合わせ

でなされる。兼業の内容としてはほとんどが農業

であり，今回聞き取り調査を行った民宿において

は民宿１７の１軒のみが会社勤務であった。民宿１９

は農業との組み合わせて経営を行っているが，全

収入に占める農業の割合が９０％であり，他の民宿

に比べてもその割合が高いことがわかる。これは

他の農家民宿の経営農地が１��から２��である

のに対し，民宿１９は３��の農地を所有しており，

他の民宿よりもその規模が大きいことが理由であ

ると考えられる。このように兼業形態のホテル・

旅館に比べて，民宿では宿泊業以外からの収入が

占める割合が大きいこと特徴的である。つまり，

他の収入源を有する宿泊施設の中でもより兼業に

重点がおかれた経営形態である。

　農業と組み合わされた経営を行う宿泊施設で

は，夏季にレタスやキャベツ，ハクサイ等の高原

野菜を栽培し，冬季に民宿を経営するという形態

が一般的である。具体的な作業暦は，５月から９

月までに播種から出荷までを行い，９月中旬から

農業関連の片付けを行い，１１月に宿泊業の準備に

入り，１２月から３月までは民宿経営となってい

る。

　民宿経営は家族労働力のみで行っており，一世

代から二世代で運営している。臨時の従業員は年

末や正月といった忙しい時期に短期間に雇う程度

であり，臨時雇用のない民宿では，親戚や隣人に

手伝ってもらう場合が多い。

Ⅳ　菅平高原における夏季スポーツ合宿の発展と

土地利用の変化

Ⅳ－１　グラウンドの増加

　前述のように菅平高原のラグビー合宿は１９３１年

８月に法政大学ラグビー部が菅平高原で合宿を始

めたことに由来する。戦後は１９５１年より各大学の

ラグビーチームが菅平高原での合宿を再開した。
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その後，菅平高原に集まる合宿チームの過密化が

生じ，各大学の専用グラウンドや旅館所有のグラ

ウンドが増設された。２００１年までに造成されたグ

ラウンド数は９７面に達している。

　第１４図に菅平高原地域におけるグラウンド数の

推移を示した。ラグビー合宿が始まった当初は合

宿チーム数が少なく，結果として菅平高原におけ

るグラウンドの数も少なかった。ラグビー全日本

代表の合宿が初めて行われた１９６７年には，１１のグ

ラウンドしかなかった。１９７０年代においてもグラ

ウンド数は増加しているものの，その増加はわず

かで１９７９年には２５面に達したに過ぎない。そのた

め，菅平高原を訪れるラグビー合宿チームの数が

グラウンドの収容力を上回ることになった。この

ことは，既述したように，当時，有力大学のラグ

ビーチームが菅平高原から離れる要因にもなっ

た。

　１９８０年代以降，菅平高原におけるグラウンド所

有者は，合宿チームの菅平高原離れに歯止めをか

けるために，グラウンドの増設と質の向上の２点

を実現させていった。その結果，グラウンド数は

１９８０年には２８面であったものが，１９９０年には６８面

に増加し，１９９７年では８０面を超え，２００１年におい

ては９７面となっている。とくに，１９８０年代後半に

グラウンドの新設が著しく進んでいる。これは，

菅平高原離れが進んだチームを取り戻すため，不

足したグラウンドを増加させたためであった。ま

た，１９９０年代後半にもグラウンドの新設が進んで

いることがわかるが，これはテニス合宿の減少と

大きく係っている。第１５図はテニスコート数の推

移を示したものであるが，１９９０年の４００面をピー

クとして，その後は漸減している。１９９２年には

２９０面となり，２００１年では２１７面となっている。こ

の要因はⅡ章で述べたように，テニス・サークル

活動の衰退からテニス合宿が減少しているためで

あり，このことは同時にテニスコートを荒廃させ

ることにつながっている。その結果，ラグビーや

サッカーなどの増加が著しいスポーツ合宿に対応

できるよう，既存のテニスコートをグラウンドへ

と改変してきたのである。また，スキー観光客の

大幅な減少により，夏季観光客を増やすためにス

ポーツ合宿に力を入れてきたことも，グラウンド

の増加要因としてあげられよう。

　１９８０年代以降になると，芝のグラウンドを設立

することで菅平高原におけるラウンドの質の向上

を図っている。とくに，１９８０年代以降の新設グラ

ウンドは当初から芝のグラウンドとして整備され

ている。また，１９８０年代後半からは既存の土のグ

ラウンドにも徐々に芝が植え付けられ，多くのグ

ラウンドが土から芝へと変容している。芝のグラ
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第１４図　菅平高原におけるグラウンド新設数
とグラウンド総数の推移（１９３１�
２００１年）

� （菅平高原観光協会資料により作成）

第１５図　菅平高原におけるテニスコート数の
推移（１９８８�２００１年）

� （菅平高原観光協会資料により作成）

グラウンド総数
グラウンド新設数



ウンドは競技者のケガを軽減させるなど，安全面

からも高く評価できる。日本では現在においても

芝のグラウンドは一般的ではないため，多くのス

ポーツ合宿チームを菅平高原に引き付ける要因と

なっている。

Ⅳ－２　グラウンドの立地と景観

　２００２年６月現在で，菅平高原におけるグラウン

ドの総数は９７面であった。第１６図は，現地調査に

基づいて作成した土地利用図から，グラウンドの

分布を取り出して示したものである。この図から

読み取れるように，グラウンドは菅平高原全体に

広く分布している。また，付図の土地利用図を参

照すると，レタス畑やハクサイ畑の中にグラウン

ドがモザイク状に分布していることが把握でき

る。標高段階に注目すると，比較的高いところや

低いところと様々な場所に位置していることがわ

かる。しかし，１９８０年代までに造成されたグラウ

ンドの分布をみると標高１，３００�よりも低く，菅

平高原の主要な道路に面している。また，グラウ

ンドが立地している場所の多くは，傾斜が緩やか

な場所に位置していることも指摘できる。これ

は，グラウンドを造成する際には土地を平らにす

る必要があるため，急斜面と比較して緩斜面で

は，作業コストが安く済むことが理由として考え

られる。一方，新規に造成されたグラウンドをみ

ると，菅平高原の周辺部に多く位置している。グ

ラウンドとして立地環境に恵まれた場所が飽和状

態にあり，中心部から離れた場所においてのみ土

地の確保が可能であったためであろう。

　次に，造成されたグラウンドの以前の土地利用

を考察すると，１９８０年代以前は，畑地などを転用

する場合が多かった。���しかし，その後は畑地の

転用に加えて，機械力を駆使して整地するように

なったため，緩傾斜地にある利用価値の少ない原

野も転用されるようになった。このことが，周辺

部にグラウンドが立地するようになった要因でも

あった。また，宿泊施設の位置とグラウンドの分

布をみると，ホテル・旅館が多く立地する地域に

グラウンドが集中していることがわかるが，この

グラウンドのほとんどは古いグランドである。グ

ラウンドの面積に注目すると，規模の大きいグラ

ウンドのほとんどは菅平高原の中心部に位置して

おり，新しいグラウンドは比較的面積が小さなグ
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第１６図　菅平高原における完成年次別グラウンドの分布（２００２年）
（菅平高原観光協会資料および現地調査により作成）



ラウンドとなっている。このことは，後述するグ

ラウンドの所有形態と大きく関わっていると考え

られる。

　ところで，数面のグラウンドが集中して分布す

る傾向がみられるが，これは土のグラウンドが主

流であった時期の名残りである。前述のようにグ

ラウンドは農地から転用した場合が多いが，平ら

な土地にするために客土をして造成が行われる。

土のグラウンドではその表面の砂埃が周辺の農作

物に飛び，農業に悪影響を与えることがあった。

そこで，こうした事態を避けるために，グラウン

ドと農地を空間的にある程度隔離し，農業とス

ポーツ合宿観光との共存をはかったのである。そ

の意味において，グラウンドに芝を用いるように

なったことは，菅平高原における夏スポーツ合宿

の回復のみならず，砂埃発生の解消という意味で

農業に与えるマイナスの影響を減少させた。

　また，夏合宿のグラウンド利用と菅平高原にお

ける農業の間に生じる問題には駐車場の問題があ

る。グラウンドの造成が進んだものの，ほとんど

のグラウンドには駐車場がない。しかも，グラウ

ンドが宿泊施設から離れた場所に位置している場

合が多い。そのため，自動車を利用して移動した

際には路肩駐車もしくは路上駐車をすることに

なってしまう。このことは，農作業用の大型のト

ラクターやトラックの移動を阻害してしまうと

いった問題を引き起こしている。

　グラウンドの所有形態に着目すると，公共機関

が８面，旅館・ホテルが８７面，そして大学が２面

となっている。文部科学省や東京都杉並区といっ

た公共機関の大半はグラウンドを１面しか所有し

ていない。例外は真田町営のサニアパーク菅平

で，５面のグラウンドを所有している。旅館・ホ

テルの場合についてみると多くは１面を所有する

のみであるが，４面ないし５面を所有するホテル

も６軒存在している。こうした旅館・ホテルが所

有するグラウンドの所有形態には２つのタイプを

あげることができる。第１に，土地の所有者とグ

ラウンドの所有者が一致するものである。第２

は，グラウンドの所有者が土地を賃貸契約してい

るものである。このうち，ほとんどのグラウンド

は所有者が一致するものであるが，近年，新規に

グラウンドを造成した場合には賃貸が多い。この

ことから，宿泊施設が自己所有の土地だけでグラ

ウンドを造成できなくなっていることがわかる。

また，土地を貸す側としても離農が進んでいるた

めに，農地を有効活用するという地域的な問題と

も係っていると推測される。そのため，グラウン

ドの面積を確保するためには，不足分の土地を新

規に購入したり土地を交換するなどして対応して

いるが，これがグラウンドの規模を小さくさせて

いる要因ともなっている。一方で，宿泊施設がグ

ラウンド造成可能な土地を所有している場合で

も，グラウンドへと転用していない場合がある。

これは農地転用を行いグラウンドにすると，宅地

と同等の税金がかかるためである。そのため，こ

うした宿泊施設では町が所有するグラウンドなど

を確保し，合宿客に提供している。

　グラウンドの面積は，一般的にはラグビーと

サッカーの試合が行える規模に整備されている。

一般的な面積は１００�×８０�となっているが，グ

ラウンドごとに異なっている。また，グラウンド

の土地所有の関係からジュニア用の５０�×８５�程

度である規模の小さなグラウンドもある。現在，

菅平高原では，このようなラグビーやサッカーの

公式規格に合わないグラウンドが１８面存在してい

る。

　第１７図に宿泊施設のグラウンドの所有状況を示

した。①，②，③，⑦の宿泊施設の所有するグラ

ウンドは，宿泊施設に近接している。第１６図より

グラウンドの開設年代にも注目すると，比較的早

い時期に造成されたグラウンドほど宿泊施設に近

接していることがわかる。その他の宿泊施設に関

しては，宿泊施設とは離れた場所にグラウンドが

位置している，また，新規に造成されたグラウン

ドほど宿泊施設から離れた，遠い場所に分散する

傾向がある。

　次に，２００２年において５面のグラウンドを所有

する宿泊施設�を事例として，より具体的にグラ

ウンドの所有形態についてみることにする。宿泊
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施設�は，まず１９６１年に自己の農地を転用してグ

ラウンドを造成した。１９７１年には２つ目のグラウ

ンドを自己の農地から転用して整備した。この年

は，宿泊施設�が農業と宿泊業との組み合わせ形

態から宿泊業の専業経営へと転換した時でもあっ

た。その後，１９８８年に３つ目のグラウンドを他の

農家から借地して整備した。１９９６年に，４つ目の

グラウンドを自己所有の土地と他の農家から購入

した土地をあわせて造成した。そして，２００１年に

所有していたテニスコートをグラウンドへと転用

し，５つ目のグラウンドが造られた。この宿泊施

設�からみられるように，グラウンドの土地所有

に関しては，全てのグラウンドを所有している宿

泊施設は少なく，何面ものグラウンドを有すると

ころでは借地によってグラウンドの数を確保して

いる。

　グラウンドの設備についてみると，各宿泊施設

によりその内容が異なっている。グラウンドの利

用目的が夏のスポーツ合宿であることを考慮し

て，更衣室や監督席，ベンチ，簡易トイレ，用具

置場としての倉庫などが設置されているものがあ

る。しかし，付帯設備が全くないグラウンドも多

く存在している。前者は公共団体や学校関係，後

者は宿泊施設が所有するグラウンドに多くみられ

る。また先述のように，駐車場を有しているグラ

ウンドはそれほど多くない。

Ⅳ－３　グラウンドの管理と利用の状態

　菅平高原では１９８０年代後半から土のグラウンド

を芝のグラウンドへと変容させてきた。これはグ

ラウンドの質の向上とともに，芝にすることでケ

ガを減らすなどの安全面や砂埃が発生するといっ

た問題を解決することにつながった。また芝のグ

ラウンドはスポーツを行うための環境という面で

他地域との差別化につながり，スポーツ合宿チー

ムの増加を導いた。

　そこで，グラウンドの芝の管理についてみてい

くことにする。グラウンドに使用する芝の種類

は，一般的に冬の寒さに強い洋芝を用いている。

しかし，グラウンドの芝の管理方法はグラウンド

の所有者によって異なっている。多くの旅館・ホ

テルは農業用トラクターを芝刈り用に改良して利

用している。また，専用の芝刈り機を所有すると

ころもみられた。芝は雪解けが終わった春に種を
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第１７図　菅平高原における宿泊施設のグラウンド所有状況（２００２年）
（菅平高原観光協会資料および現地調査により作成）



まき，施肥・散水・芝刈りといった管理がシーズ

ン終了の８月まで行われる。しかし，８月の中旬

頃になると合宿によるグラウンドの集中利用に

よって芝の状態は劣化するために，シーズン初め

と終わり頃で芝の状態が変わってしまう。すなわ

ち，７月のシーズン当初は，芝の状態はよいが，

スポーツ合宿が始まると毎日グラウンドを利用す

るために芝が剥がれてしまうのである。また，散

水用のスプリンクラーを所有するところも多くみ

られた。通常，グラウンドの芝の管理は，１～２

人で行われているが，こうした芝の管理は宿泊施

設のなかでも大きな負担となっている。グラウン

ドを多く所有する宿泊施設の中には専門会社など

に管理を委託している場合もある。グラウンドを

維持するために芝の手入れや人件費などを含む

と，１面当たり年間平均で約５０万円ほどの経費が

かかる。

　スポーツ合宿は菅平高原における貴重な観光収

入源である。既に述べたように，毎年７月と８月

の２ヶ月の間に，ラグビーだけでも８００を上回る

チームが菅平高原で合宿を行われる。また，近年

では，ラグビーだけではなくサッカーのスポーツ

合宿の利用も多くなっている。しかし，ラグビー

の芝の長さは約３０��であるのに対して，サッ

カーにおける芝の長さは２５��～２７��とスポー

ツの種別によって要求する芝の長さが異なってい

る。このため，宿泊施設ではラグビーとサッカー

の合宿の時期をずらすことで対応している。すな

わち，サッカー合宿の大半は７月下旬から８月の

上旬までであり，また，それに対してラグビー合

宿は８月全般を通して行われている。しかし，グ

ラウンドによっては，サッカーチームとラグビー

チームの合宿期間が重なるところもあり，そのよ

うな場合における具体的な解決策は検討中であ

る。

　グラウンドの利用は練習および練習試合を目的

としている。これは，後述するようにサニアパー

ク菅平のグラウンド使用料が高いことが影響して

いる。宿泊施設のグラウンド使用料は１チームあ

たり半日使用で５，０００円，１日使用で１０，０００円で

ある。また，半日に２チームが練習試合などを行

う場合には，各チームそれぞれが５，０００円を払う

ことになっている。

　菅平高原で行われる練習試合の日程の取り決め

に関してみると，多くの場合，同じ時期に滞在す

ることを予定しているチーム同士で菅平高原を来

訪する前に直接決めていることが多い。また，菅

平観光協会ではチームの滞在日程を把握してお

り，インターネット上でその情報を公開してい

る。そして，同協会内のグラウンド委員会と協力

し練習試合の日程表を作成している。

Ⅳ－４　サニアパーク菅平の意義

　以上述べてきたように，菅平高原には多くのグ

ラウンドが存在する。しかし，そのほとんどはホ

テルや旅館などが所有するものであり，公式試合

などの大規模な試合に対応できるようなグラウン

ドが欠如していた。また，グラウンドの質も問題

となっていた。そのため，公式戦などを行える質

の高いグラウンドの造成と真田町，菅平高原の観

光振興を目的として，１９９９年５月に総合スポーツ

施設であるサニアパーク菅平が完成した���。建設

費は２２億円で，そのうち１７億円は地域総合整備事

業（ふるさと事業）で賄われた。サニアパーク菅

平が建設された土地は，真田町・上田市・東部町

の共有財産組合が所有する畑地であった。そのた

め，現在，共有財産組合から土地を借貸してい

る。

　総面積は１８．５��であり，５面のグラウンド，

陸上競技場，マレットゴルフ場を有している。５

面あるグラウンドのすべてが芝グラウンドで，メ

イングラウンド（写真２）には５，０００人収容可能な

芝スタンドがある。一方，陸上競技場（写真３）

は２０００年１０月１０日に日本陸上競技連盟第３種公認

グラウンドとして指定された，長野県東信地区最

大規模の施設である。また，標高１，３００�という

日本国内でも最も高い地点に位置する陸上競技場

でもある。陸上競技場にはメイングラウンドと同

様，４，０００人が収容可能なスタンドがある。しか

し，投てき場は安全性と利用客の確保のためにサ
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ニアパーク菅平から３００�ほど離れたところに位

置している。施設の管理運営は，通常は真田町の

専門職員を含む３人で行っているが，繁忙期には

４人の雇用体制となる。また，作業員として，ペ

ンション経営者など７～８人を雇用している。

　サニアパーク菅平は基本的に練習用として使用

されるのではなく，練習試合もしくは公式試合に

使われている。そのため，試合が行うことができ

るだけのグラウンド状態を常に保つ必要があり，

最低３日に１日はグラウンドを使用しない日を設

けなければならない。したがって，グラウンドの

月間平均使用率は約６７％となっている。スポーツ

合宿客が多い夏季はサニアパーク菅平の利用者も

増えるため，練習試合のみで利用予約が埋まって

しまう。夏は５月，６月にグラウンドの状況をみ

た上でグラウンドの利用予約を受け付けるが，と

くに７月以降の繁忙期にはキャンセル待ちが生じ

ることもある。練習試合での利用の際は各合宿

チームが組んだ試合を，各旅館を通して予約する

のが一般的である。一方，グラウンド使用料は，

使用目的や時間帯によって異なるが，２５，０００円～

１００，０００円となっている。しかし，地域振興とし

ての役割も担っているために，町内宿泊施設利用

者と町内者の利用料金はそれ以外の者に比べて半

額となっている。こうした使用料は，後払いの場

合もあるが一般的にはグラウンド使用チームが宿

泊施設に払い，宿泊施設がサニアパーク菅平側に

払うという形式をとっている。

　サニアパーク菅平の芝は，管理面を考慮して，

寒いところでも育ち，通年緑色が保たれる洋芝を

播種している。芝は，トールフェスク，ケンタッ

キーブルーグラスおよびペレニアルライグラスの

３種類を混合させて使用している。芝の長さは

３０��に設定されているため，宿泊施設が所有す

るグラウンドと同様に，ラグビーとサッカーとの

間に競合が生じている。芝は，土入れ，播種，施

肥などの管理を年間を通じて行い，また常時，散

水を行っている。こうした芝の管理費は１面当た

り年間約１５０万円に達している。芝の管理は地元

の業者である「グリーン開発」に委託しており，

夏季には１週間に１度芝刈りが行われている。し

かし，２００２年で開業から３年が経過していること

や，グラウンドの利用率が高いために芝の傷みが

激しくなってきている。通常，サニアパーク菅平

の芝は種から育成されるが，現在では移植による

養生の試みもなされている。

　現在，サニアパーク菅平では駐車場の確保が問

題となっている。３００台を収容可能な駐車場が設

置されているが，陸上競技大会が開催される時に

は応援関係者も含めて約１，０００台の駐車場が必要

となる。そのため，サニアパーク菅平の周辺に路

上駐車が出現しており，近くのグラウンドに臨時

駐車場を確保するものの対応ができていない状況

にある。現在，駐車場を増やすという要望に基づ

いて拡張を計画中である。また，もう１つの問題

としてごみ問題をあげることができる。利用者が
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写真２　サニアパーク菅平のメイングラウン
ド（２００２年６月撮影）

写真３　サニアパーク菅平の陸上競技場
（２００２年６月撮影）



増加するにつれて，ごみの量が年々多くなってい

る。ごみの分別の問題とあわせて課題となってい

る。

　サニアパーク菅平はスポーツ合宿の利用の他に

も，サッカー社会人リーグの上信越リーグに所属

するチームのホームグラウンドとなっている。そ

のため，上信越リーグの公式試合や練習試合も行

われている。また，２００２年６月開催の日韓共催

����ワールドカップではキャンプ地として立候

補したものの，実施には至らなかった。今後の展

開として，情報通信環境の整備を行い，インター

ネットで試合状況の掲示を計画している。

　現在，このサニアパーク菅平を利用して，多く

の大会が行われている。たとえば，２００１年では関

東甲信越体育大会や北信越ラグビー，ラグビー

フェスタ２００２，セゾン：ミニ高校サッカー選手権，

大学クラブチームサッカーなど全国規模の大会が

多く開催されている。また，陸上競技場を利用す

る人も多い。このように，サニアパーク菅平が完

成したことで，質の高い練習・試合環境を求めに

訪れるスポーツ合宿チームが増加しており，この

ことが菅平高原の全体の振興に役立っているとい

える。

Ⅴ　おわりに

　菅平高原の観光は冬季のスキー観光と夏季のス

ポーツ観光という２つを軸に発展してきた。菅平

高原における観光客数は，１９８０年代から１９９０年代

の初めにかけて漸次増加したが，１９９０年代に入る

とバブル経済の崩壊によって観光客数は減少し，

２００１年では１１３万人となった。そのような中でラ

グビーとサッカーの合宿を中心とする夏季観光客

数は１９９９年以降再び増加に転じており，菅平高原

の観光における夏季スポーツ観光の重要性は高

まっているといえる。一方，冬季のスキー観光に

関しては，１９８０年代以降，スキーブームによりス

キー客が増加し，その後の人工降雪機導入によっ

てスキー客を安定的に確保することが可能となっ

た。しかし，バブル経済の崩壊と同時に日本のス

キー人口は減少し，菅平高原においてもスキー客

は著しく減少した。冬季観光客数は１９９１年には夏

季観光客数を上回っていたが，２００１年には全体の

３０�弱を占めるに過ぎない。このような中で，ス

キー修学旅行の割合がスキー客数の２０％占めてお

り，菅平高原のスキー観光において重要な役割を

果たすようになってきた。また，近年の傾向とし

て陸上競技の合宿，マレットゴルフ，登山，ハイ

キング，体験学習といった新たな観光形態による

訪問客も増加しつつある。

　このような菅平高原における様々な観光形態は

宿泊を伴って行われる。菅平においては夏季と冬

季の様々な観光に対応するために宿泊施設も分化

してきた。まず，夏季観光においてはラグビー・

サッカーを中心とする大規模な団体客を受け入れ

る宿泊施設と，陸上を中心とした小規模団体や個

人客を受け入れる宿泊施設とに分化する傾向にあ

る。大規模合宿の宿泊先は，ホテル・旅館である。

これらの宿泊施設はグラウンドや体育館などの運

動施設を所有し，宿泊客のニーズに答えている。

また，大規模な宿泊施設はグラウンドを複数所有

し，より多くの合宿客を受け入れることを可能に

している。近年，サニアパークの完成によって

チーム内の人数が少ない陸上競技の合宿客が増加

していることを受けて，ペンションが陸上競技の

合宿を受け入れ始めた。また，様々なスポーツの

試合の応援客を受け入れているのもペンションで

ある。これは，グラウンド等の設備を所有せず，

収容人員が少ないというペンションの特徴を生か

した適応形態であろう。一方で経済活動の組み合

わせを基本とする民宿では夏季は農作業の繁忙期

であり，夏季の観光には関与しない。また，冬季

のスキー観光にはホテル・旅館，ペンション，民

宿というすべての経営形態の宿泊施設が係わる。

とくにスキー修学旅行に関しては大規模宿泊施設

であるホテル・旅館がその受け入れ先となってい

る。これはそれらの宿泊施設が夏季の合宿客向け

に整備した施設をそのまま利用できるという利点

を有していた。一方，ペンションや民宿では個人

客が中心であり，中でもリピーター客が多いのが

特徴である。
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　１９８０年代以降，グラウンドの増設が進み，現在

では９７面のグラウンドが存在している。その多く

は農地転用によって造成されたものである。その

結果，農業的土地利用の卓越がみられた景観が変

化し，農業的土地利用と観光的土地利用がモザイ

ク状に展開するようになった。また，一部の場所

ではグラウンドが著しく集中する景観もみられ

る。当初のグラウンドは，平坦な土地や立地環境

の恵まれた菅平高原の中心部に造成されていた。

しかし近年では，機械化の進展と中心部の土地が

飽和状態にあることから，緩斜面や立地環境の恵

まれない周辺部に造成されるようになっている。

一方，グラウンドの所有形態にも変化が表れてい

る。以前はグラウンドの造成は自己所有の土地を

利用したものであったが，現在では賃貸契約を

行って造成されたグラウンドが多くなっている。

また，グラウンドの面積を確保するために，不足

分の土地を購入したり交換したりする例もみられ

た。

　Ⅱ章では菅平高原におけるスポーツ観光の発展

要因として，第１に合宿チームの集中によって練

習相手や練習試合の対戦相手を確保しやすいこ

と，第２にグラウンドが量・質ともに整っている

という練習環境の良さ，第３に陸上合宿の来訪を

可能にしたサニアパーク菅平の開設に代表される

施設面での整備という３点を挙げた。とくに菅平

高原では１９９０年代以降，スポーツ合宿チームの誘

致を積極的に推進し，グラウンドを増設するとと

もにグラウンドを土や人工芝から天然芝に変更

し，量と質の両面からの増強を図った。こうした

動向と菅平高原におけるスポーツ施設のシンボル

としてのサニアパークが完成されたことが重な

り，現在みられる夏季スポーツ観光客の維持につ

ながったものと思われる。

　最後に今後の菅平高原における夏季スポーツ観

光の可能性を検討したい。これまで述べたグラウ

ンドに関しては，管理などの面から宿泊施設同士

が情報を交換するなどしており，横のつながりを

強めるものと思われる。また，スポーツ観光が進

展したことは他のスポーツに対しても積極的な受

け入れを進める結果を導き，近年では旅館組合主

催でマウンテンバイクの大会などが行われてい

る。これらのことはスポーツ観光の進展が地域の

活性化を導く可能性をもっていることを示してい

る。しかし，さらにスポーツ観光客が増加すれば

グラウンド利用の競合が激しくなるだけではな

く，宿泊施設に関しても量・質に対する要請は強

くなっていくものと思われ，それらにどのように

対処してゆくかが今後のスポーツ観光の発展を左

右するであろう。
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　本稿の作成にあたり，真田町長・箱山好猷氏をはじめとする真田町役場の方々，大日方孝氏をはじめと

する菅平高原観光協会事務局の方々，サニアパーク菅平所長・清水英典氏には貴重な資料やデータを提供

していただいた。また，聞き取り調査にあたり，各宿泊施設の方々にも多くの協力を得た。ここに記し
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